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大阪大学・日本財団 感染症センター
♯003 こんなところにＰＣが！

フレキシビリティを追求したフラットプレート架構

お
か　
だ

建
築
概
要

　

感
染
症
の
問
題
は
、
世
界
を
巻
き
込
む

人
類
と
し
て
の
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、

地
域
格
差
や
差
別
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の

心
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。本
建
物
は
そ

れ
ら
を
多
角
的
に
解
決
す
る
（
バ
ッ
ク
ミ

ン
ス
タ
ー
・
フ
ラ
ー
の
著
書
を
オ
マ
ー

ジ
ュ
し
た
）「
宇
宙
船
地
球
号
」
と
し
て
の

役
割
を
意
識
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、「
ア
ン

ダ
ー
ワ
ン
ル
ー
フ
」
で
各
専
門
家
が
集
う

拠
点
の
形
成
を
目
指
し
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
上
10
階
、延
床
面
積
約
1
万
8
0
0
0

㎡
、
最
高
高
さ
約
45
m
で
あ
り
、
長
手
方
向

が
約
81
m
、
短
手
方
向
が
約
27
m
の
楕
円
形

が
特
徴
的
な
平
面
形
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
構
造
的
に
は
、
大
地
震
等
の
災
害
時
に
も

研
究
所
と
し
て
の
機
能
を
維
持
・
継
続
で
き

る
高
い
耐
震
性
能
を
目
指
し
た
免
震
構
造
、

ア
ン
ボ
ン
ド
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

（
以
降
、
ア
ン
ボ
ン
ド
P
C
）を
用
い
た
梁
型
の

な
い
フ
ラ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
構
造
、
陸
立
ち
柱
を

支
え
下
階
の
大
空
間
居
室
を
実
現
し
た
P
C

梁
、
免
震
装
置
に
生
じ
る
引
き
抜
き
力
を
抑

え
建
物
全
体
の
変
形
量
を
低
減
さ
せ
る
ア
ウ

ト
リ
ガ
ー
架
構
な
ど
の
特
徴
を
有
し
て
い
ま

す（
図
1
）。

　

研
究
施
設
で
は
あ
り
ま
す
が
、
1
、
2
階

の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
や
7
、8
、9
階
南

面
に「
共
創
ス
ペ
ー
ス
」と
呼
ん
で
い
る
3
層

の
吹
抜
け
空
間
を
設
け
る
な
ど
建
物
の
各

所
に
共
用
部
を
散
り
ば
め
る
こ
と
に
よ
り
、

偶
発
的
な
交
流
を
促
進
す
る
計
画
で
あ
り
、

上
下
階
の
つ
な
が
り
を
円
滑
化
し
、
フ
ロ
ア

を
超
え
た
ユ
ー
ザ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
誘
発
を
図
り
ま
し
た
。

P
C
に
よ
る
魅
力
的
な
空
間
の
実
現

【
ア
ン
ボ
ン
ド
P
C
ボ
イ
ド
ス
ラ
ブ
】

　

基
準
階
の
研
究
室
は
設
備
展
開
を
容
易

に
し
つ
つ
将
来
的
な
間
仕
切
り
壁
の
変
更

な
ど
に
対
応
可
能
な
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を

確
保
す
る
た
め
、フ
ラ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
構
造

を
採
用
し
ま
し
た
。

　

最
大
約
14
m
ス
パ
ン
を
支
持
す
る
各
階
フ

ラ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
の
ア
ン
ボ
ン
ド
P
C
ボ
イ

ド
ス
ラ
ブ
は
、ス
ラ
ブ
厚
を
4
0
0 

㎜
に
設

定
し
、ボ
イ
ド
管
φ
2
5
0
㎜
を
4
0
0
㎜

ピ
ッ
チ
で
配
置
し
、そ
の
間
に
P
C
鋼
材
と

ス
ラ
ブ
筋
を
配
置
し
て
い
ま
す（
図
2
・3
）。

　

フ
ラ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
の
う
ち
柱
と
取
り

合
う
柱
列
帯
は
1
2
0
0
㎜
の
幅
を
ボ
イ

ド
の
な
い
無
垢
の
ス
ラ
ブ
と
し
て
計
画
し
、

全
体
の
地
震
力
の
約
20
%
を
負
担
さ
せ
る

設
計
で
す
。

【
P
C
梁
】

　

免
震
装
置
に
長
期
軸
力
を
集
め
る
こ
と

に
よ
り
地
震
時
に
生
じ
る
引
き
抜
き
力
を

発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
、連
層
耐
震
壁
お
よ

び
建
物
外
周
の
一
部
柱
を
陸
立
ち
で
支
持

す
る
計
画
と
し
、こ
れ
ら
の
部
材
を
支
持
す

る
梁
に
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

1
階
に
位
置
す
る
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
に
は

柱
を
設
け
ず
大
空
間
の
実
現
を
狙
い
、
P
C

梁
に
よ
り
上
部
柱
を
陸
立
ち
で
支
持
し
て
い

ま
す
。こ
の
陸
立
ち
柱
は
ロ
ン
グ
ス
パ
ン
の
中

央
部
に
位
置
し
大
き
な
荷
重
を
支
持
す
る

こ
と
か
ら
、応
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
必
要

が
あ
り
、さ
ら
に
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
の
天

井
高
を
確
保
す
る
た
め
、3
階
、4
階
、5
階

の
3
フ
ロ
ア
に
分
散
し
て
P
C
梁
を
配
置
し

て
い
ま
す（
図
4
）。

　
ま
た
、7
、8
、9
階
の
3
層
吹
き
抜
け
の

共
創
ス
ペ
ー
ス
は
、
10
階
で
P
C
梁
を
設
け
、

ス
パ
ン
中
央
の
柱
を
抜
き
、
よ
り
ひ
ら
け
た

空
間
と
し
ま
し
た
。P
C
梁
の
ス
パ
ン
は
約

17
m
で
あ
り
、
上
部
は
屋
外
で
設
備
機
器
が

設
置
さ
れ
る
な
ど
大
き
な
荷
重
を
負
担
す

る
ス
ラ
ブ
を
支
持
し
て
い
ま
す（
写
真
1
）。

　

他
に
も
、エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
楕
円
庇
は
最
大

約
4・0
m
の
片
持
ち
架
構
で
計
画
し
、先
端

の
厚
み
を
1
0
0
㎜
ま
で
絞
り
小
口
面
に
山

形
鋼
を
打
ち
込
む
こ
と
で
先
端
を
シ
ャ
ー
プ
に

４構面のアウトリガーシアウォールで
免震装置に生じる引き抜き力をコントロールしつつ、
曲げ戻し効果により建物全体の変形量を低減させた。

連層耐震壁により層剛性を高め、免震効果が最大限
発揮される計画とした。最上階のアウトリガーシア
ウォールにより、連層耐震壁の心棒効果をより高めた。
地上一般部は梁型のないフラットプレート構造とし、
設備展開を容易にし、将来的な間仕切り変更や設備
更新に配慮した。

免震構造（高減衰系積層ゴム支承＋オイルダンバー）
連層耐震壁の効果により地上階の層剛性を確保する
ことで免震効果を高め、地上架構に生じる地震力を
低減した。
杭基礎（既製杭）

▲ 図１ 構造計画概要

見
せ
、軽
快
か
つ
建
物
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
よ
り
一

層
際
立
た
せ
る
印
象
的
な
庇
と
し
ま
し
た
。

　

1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
2
階
の
ホ
ワ
イ
エ
を

結
ぶ
吹
抜
け
空
間
に
あ
る
渡
り
廊
下
は
、支

持
ス
パン（
鉛
直
部
材
間
）が
約
11
m
で
あ
り
、

フ
ラ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
の
厚
み
と
揃
え
、厚
さ

4
0
0
㎜
の
部
材
断
面
で
計
画
し
ま
し
た
。

ス
パ
ン
の
中
央
部
で
階
段
が
取
り
付
く
こ
と

か
ら
大
き
な
荷
重
を
支
持
し
て
い
ま
す
が
、ス

ラ
ブ
下
が
化
粧
打
放
し
で
あ
り
、た
わ
み
お

よ
び
ひ
び
割
れ
の
抑
制
を
図
り
、プ
レ
ス
ト
レ

ス
を
導
入
す
る
計
画
と
し
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　

本
建
物
は
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
有
効
に
用

い
、魅
力
の
あ
る
建
築
空
間
を
実
現
し
ま
し

た
。今
後
長
き
に
わ
た
っ
て
「
宇
宙
船
地
球

号
」と
し
て
の
役
割
を
全
う
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
大
成
建
設
㈱　

阪
井 

由
尚
）
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PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION

■ 建 築 概 要

工 期 令和５年９月～令和７年２月

施 工 大成建設㈱ 
P C 施 工 ㈱建研

建 築 名 称 大阪大学・日本財団　感染症センター
建 築 地 大阪府吹田市山田丘1
建 築 主 国立大学法人 大阪大学
設 計・監 理 大成建設・日建設計 特定建設工事 JV

国立大学法人 大阪大学

P C 使用箇所 大梁：1F、3F、4F、5F、10F
床：2F～ 10F、2F渡り廊下
エントランス楕円庇

規 模 敷地面積 ：994,411.65㎡
建築面積 ：2,353.80㎡
延床面積 ：17,619.16㎡
階数 ：地上10階
最高高さ ：42.821 m
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、ボ
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梁
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梁
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最
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の
片
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▲ 図３ アンボンド PCボイドスラブの計画（詳細図） ▲ 図２ アンボンド PCボイドスラブの計画（平面図）

▲ 図4 地上陸立ち架構の PC非考慮時長期応力

▲ 写真 1 共創スペース及び 10階 PC梁の位置
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